
 
 

 

 

                           ２０２６年５月１３日 

２０２６年度の鉄道事業設備投資に総額４３８億円 

～「日本一安全でサービスの良い持続可能な交通」の実現を目指し、  

ホームドア全駅整備・自動運転（ワンマン運転）に向けた設備の導入を進めるとともに、 

大規模事業の着実な推進や、移動需要創出に向けた新たなサービス等に取り組みます ～ 

 

 

京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、取締役社長：都村 智史）では、京王グループ理念で

ある『信頼のトップブランド』の確立を目指し、「住んでもらえる、選んでもらえる沿線づくり」を

進めています。鉄道事業においては、あらゆるお客さまや沿線にお住まいの方に信頼され、愛され

る鉄道になるため、「安全性の向上」や「サービスの向上」などに取り組んでいます。 

２０２６年度も引き続き、「日本一安全でサービスの良い持続可能な交通」の実現を目指し、ホ

ームや踏切道における安全対策、大規模災害への備えに取り組むほか、連続立体交差事業をはじ

めとする大規模事業を着実に推進します。あわせて、ワンマン運転に向けた自動運転設備の導

入・改修や京王ライナーにおける新たなサービス提供など、ＡＩ等のデジタル技術を活用し、安

全性やサービスの向上を図ります。これらの取り組みに向けて、２０２６年度は総額４３８億円

の設備投資を行います。 

 

 
【主な取り組み】 

 

１．信頼の源泉としての安全・安定性の維持・向上 

（１）ホームドア全駅整備に向けたホーム安全対策 

（２）踏切道における安全対策 

（３）大規模災害に備えた耐震補強や豪雨対策 

（４）老朽インフラ対策 

 

２．長期的な価値を創出する大規模事業の着実な推進  

（１）京王線 連続立体交差事業の推進 

（２）駅改良および開発プロジェクト 

 

３．持続可能な事業運営体制の構築とサービスの高度化 

（１） 自動運転（ワンマン）化に向けた自動運転設備の導入・改修 

（２） 現業職場における業務改善および業務改革の推進 

（３） 車両の増備と既存車両のリニューアル 

（４） さらなるバリアフリー化の推進 

 

４．移動需要創出と鉄道アセット活用による増収施策の推進 

（１）ダイヤ改正 

（２）京王ライナーにおける新たなサービス 

（３）外部との連携による人流創出 

 

５．脱炭素・循環社会への貢献 

（１）さらなる消費電力削減に資する装置の新設および更新 
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《ホームドア（高井戸駅）》 

《ホームドア整備スケジュール（予定）》 

１．信頼の源泉としての安全・安定性の維持・向上 

（１）ホームドア全駅整備に向けたホーム安全対策 

① ホームドア整備 

お客さまのホームからの転落やホーム上での列車との接触

事故を未然に防止するため、井の頭線は２０２０年代中頃

（～２０２７年度）、京王線は２０３０年代前半にホームドア

の全駅整備を行います。２０２６年度は新代田駅、幡ヶ谷

駅、稲城駅など７駅の整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ホームと車両の段差・隙間対策 

ホームと車両の段差・隙間を縮小

するため、ホームドアの整備に合わ

せて全駅で対策を進めます。２０２

６年度は新代田駅、幡ヶ谷駅、稲城駅

などの整備を進めます。 

 

 

 

（２）踏切道における安全対策 

踏切事故の未然防止を目的として、踏切道に新設したカメラで、踏切道およびその周辺の 

リアルタイム映像をＡＩで解析して不審者の侵入を早期に検知するための検証を開始しまし

た。今後、踏切道へのカメラの設置を拡大するとともに、検知精度向上を図ってまいります。 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

《踏切道ＡＩカメラ映像(イメージ）》 

《転落防止ゴム設置の様子》 

踏切障害物 

検知装置 

（エリア検知式） 

《踏切道内外検知イメージ》 

踏切監視カメラ 

踏切障害物 

検知装置 

（エリア検知式） 



 
（３）大規模災害に備えた耐震補強や豪雨対策 

大規模地震に備えて、鉄道施設の耐震性を向上させるため、高架橋や盛土区間、電線を支持

しているコンクリート柱を地震に強い鋼管柱に更新する耐震補強工事を進めるとともに、集中

豪雨・局地的大雨による土砂崩れのリスクに備えて、線路脇法面の植栽を一部撤去し、法面の

防護工事を引き続き実施します。 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

（４）老朽インフラ対策 

   インフラや設備の老朽化が進行し、被害が甚大になるおそれがあるものについては、計画

的に改修を進め長寿命化を図ることで、安全性を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．長期的な価値を創出する大規模事業の着実な推進 

（１）京王線 連続立体交差事業の推進 

事業主体である東京都および世田谷区・渋谷区・杉並区とともに、京王線（笹塚駅～仙川駅

間）連続立体交差事業を実施しています。引き続き用地取得を進めるとともに、全工区で仮線

準備工・高架橋の構築などを進めます。この事業が完了すると、笹塚駅から仙川駅間の       

約７．２km が高架化され、２５カ所の踏切が廃止されます。これにより、道路と鉄道それぞれ

の安全性が向上するほか、交通渋滞の解消や、鉄道によって分断されていた地域の一体化が図

られます。２０２６年度は引き続き高架橋の立ち上げなどを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《事業区間（断面図）》 

》 

２５カ所の踏切廃止 

《高架橋耐震補強》 《線路脇法面改修(豪雨災害対策)》 

事業区間 約７.２km 

《ホーム改修施行前（京王多摩川駅）》 《ホーム改修施行後（京王多摩川駅）》 



 

《高架橋躯体（明大前～下高井戸駅間）》 《高架橋躯体（千歳烏山～仙川駅間）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、京王線（仙川駅～国領駅付近）連続立体交差事業については、２０２６年４月、本

事業区間を国から新規事業採択箇所として着工準備採択されております。引き続き、事業主

体である調布市と連携し、事業着手に向けた取り組みを推進してまいります。 

 

 

（２）駅改良および開発プロジェクト 

① 京王線新宿駅改良工事 

京王線新宿駅の地下２階ホームを東京メトロ丸ノ内線側へ延伸するとともに改札口を新設 

することにより、地下２階のホーム階から東京メトロ丸ノ内線へ乗り換え可能な動線等を整備 

します。これにより、新宿駅西口地下広場における乗り換え時間の短縮等を目指します。       

２０３１年度の工事完了に向け、２０２６年度は既設躯体の解体工事等を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 京王多摩川駅改良工事 

京王多摩川駅前周辺の開発事業に合わせ、京王多摩川駅においても、エレベーター大型化や

お客さまトイレ改修のほか、ホームドア整備やホームと車両床面の段差隙間の縮小など、バリ

アフリー機能を強化する駅改良工事を２０２６年度に完了します。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
《京王多摩川駅改良後（イメージ)》 《開発事業 街区全体イメージ》 

《延伸部(イメージ)》 

改札口新設（予定）  

《改良工事（イメージ）》 



 

《自動運転設備搭載車両》 

３．持続可能な事業運営体制の構築とサービスの高度化 

（１）自動運転（ワンマン）化に向けた自動運転設備の導入・改修 

将来予測される生産年齢人口減少や働き方改革がさらに進行した事業環境下においても、鉄

道輸送の安全およびサービスレベルを確保しながら持続可能な鉄道事業を目指すため、自動運

転設備を活用したワンマン運転を実施します（井の頭線は２０２０年代後半、京王線は２０３

０年代中頃予定）。２０２６年度は、井の頭線の地上設備整備の進捗を踏まえ、自動運転の実証

試験区間を拡大するとともに、車両工事を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現業職場における業務改善および業務改革の推進 

① 新たなご案内システムの導入 

駅におけるＡＩアバターや遠隔によるご案内システムの導入に向けて、ＡＩの高度化と導

入駅の拡大について検討を進めます。２０２６年度は、引き続き設備の導入を推進します。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

② ＡＩカメラによる車両の外観点検 

保守業務の効率化・高度化の実現に向けて、車庫内で目視で行っている列車点検を、屋根上・

床下に設置したカメラの映像による点検に置き換えるシステムの導入を推進しています。ＡＩ

が要点検箇所を抽出し、異常の有無を自動判定することで、作業の安全性や点検精度向上、効

率化を実現するシステムの構築を推進します。将来的には、営業線で実施することを視野に入

れ、技術検証を進めてまいります。 

《遠隔案内装置とＡＩアバター駅係員》 《ＡＩアバター駅係員お客さま画面》 

《自動運転 車体特徴と概要（ポイント）》 

 

遠隔案内装置 



 

《２０００系車両（外観）》 《ひだまりスペース》 

《渋谷駅バリアフリールート 2ルート目整備》 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

（３）車両の増備と既存車両のリニューアル 

① 新型通勤車両「２０００系」の増備 

新型通勤車両「２０００系」では、あらゆるお客さまが安全・快適に鉄道をご利用いただけ

るよう、５号車に「ひだまりスペース」を設置しております。２０２６年度は２編成を導入し

ます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

② 通勤車両「９０００系」のリニューアル 

通勤車両「９０００系」のリニューアルでは、すべての車両にフリースペースを設置した

ほか、一般座席の縦握り棒の増設と、優先座席の縦握り棒にディンプル加工（滑り止め加

工）を施しております。２０２６年度は１編成をリニューアルします。 

 

  

 

  

 

 

 

 

（４）さらなるバリアフリー化の推進 

あらゆるお客さまが安全・安心・快適にご利用いただけ

るよう、駅構内のバリアフリー化を進めております。２０

２６年度は、渋谷駅西口改札階とホーム階を結ぶエレベー

ターを新設し、バリアフリールート２ルート目の整備を完

了します。なお、エレベーターによる改札口とホームの段

差解消や、目の不自由なお客さまの誘導や注意喚起をする

点状ブロックを整備したバリアフリールートの１ルート

目の整備は、全ての駅で完了しております。 

《AIカメラによる外観点検イメージ》 《画面イメージ》 

エレベーター新設 

《９０００系車両（外観）》 《一般座席縦握り棒増設》 《優先座席ディンプル加工》 



 

《ラッピングトレイン》 《二次交通とのポイント連携（イメージ）》 《スポーツとのポイント連携》 

©Pokémon. ©Nintendo/Creatures 

Inc./GAME FREAK inc. 

 ポケットモンスター・ポケモン・

Pokémon は任天堂・クリーチャー

ズ・ゲームフリークの商標です。 

 

４．移動需要創出と鉄道アセット活用による増収施策の推進 

（１）ダイヤ改正 

所要時間短縮に向けた抜本的なダイヤ改正に必要な整備を進めます。 

 

（２）京王ライナーにおける新たなサービス 

現在の均一料金を需要に応じた適正価格へ見直すなど、柔軟な運用を可能とするシステム

改修を進めます。 

 

（３）外部との連携による人流創出 

沿線施設や二次交通、スポーツイベントなどとの連携を通じて、新たな移動需要の創出と

沿線活性化に取り組みます。京王アリーナＴＯＫＹＯなど沿線施設の利用で京王トレインポ

イントを獲得できる各種キャンペーンを実施することで、移動需要の創出を図ります。加え

て、バスなどの二次交通との連携を可能とするシステム改修を進めます。 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５．脱炭素・循環社会への貢献 

（１）さらなる消費電力削減に資する装置の新設および更新 

① 運転用電力の削減 

全営業車両で環境性能の高いＶＶＶＦインバータ制御化を完了しておりますが、さらに省エ

ネ性能の高いＶＶＶＦインバータ制御装置へと更新し、運転用電力を削減します。２０２６年

度は、通勤車両「８０００系」１０両編成の１編成を実施するほか、新型通勤車両「２０００

系」では、最新の省エネ半導体（フルＳｉＣ素子）を用いた新型のＶＶＶＦインバータ制御装

置を導入します。また、通勤車両「９０００系」のリニューアルでは、最新の省エネ半導体（フ

ルＳｉＣ素子）を用いた新型のＶＶＶＦインバータ制御装置やＳＩＶ装置（車両用補助電源装

置）の更新により、消費電力のさらなる削減を図ります。さらに、車両機器情報データを活用

し、京王線での省エネ運転を進めます。 

 

   

   

 

 

 

 
《省エネ性能効果(2000系車両)》 《省エネ運転設備（イメージ）》 《インバータ制御装置概要》 

ＶＶＶＦインバータ制御装置 
電車の加速力や速度に応じて、電圧や周波数を 

変化させながらモーターを効率よく動かす装置 

バス 

シェアサイクル等 カーシェアリング 



 
 

② 照明器具の省エネルギー化 

従来の照明設備に比べて大幅に消費電力を削減できるＬＥＤ照明の導入を進めています。２

０２６年度は現業職場照明のＬＥＤ化工事などを実施します。 

 

【参考】ＳＤＧｓへの取り組みについて 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は、持続可能な世界を実現するために、２０３０年

に向けた開発目標です。 

京王グループは、この持続可能な開発目標を取り入れ、事業活動を通じて社会の持続的な発展に

貢献していくことを目指します。 


